
 

 

 事  務  連  絡 

令和３年 12 月３日 

 

公益社団法人日本建築士会連合会 御中 

 

国土交通省住宅局建築指導課 

 

 

事務所衛生基準規則及び労働安全衛生規則の一部を改正する省令の施行等について 

 

 

平素より建築行政にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

別途、厚生労働省からも通知がございますが、事務所衛生基準規則及び労働安全衛生規

則の一部を改正する省令（令和３年厚生労働省令第 188 号）が令和３年 12 月１日に公布さ

れ、一部の規定を除き、同日から施行することとされたところです。併せて、事務所衛生基準

規則（昭和 47 年労働省令第 43 号）及び労働安全衛生規則（昭和 47 年労働省令第 32 号）

について、一部運用の見直しが行われました。 

つきましては、厚生労働省ホームページに掲載の内容も参照いただきつつ、これらの改正

趣旨をご理解いただくとともに、当該改正省令の周知等にご協力いただきますようお願い申し

上げます。 

 

【関係ページ】 

事務所における労働衛生対策 ｜厚生労働省 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000207439_00007.html 

 

 

    

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000207439_00007.html


 

基 発 1 2 0 1第 １ 号 

令和３年12月１日 

 

都道府県労働局長  殿 

 

厚生労働省労働基準局長 

( 公 印 省 略 )    

 

 

事務所衛生基準規則及び労働安全衛生規則の一部を改正する省令の施行等について 

 

 

事務所衛生基準規則及び労働安全衛生規則の一部を改正する省令（令和３年厚生

労働省令第188号。以下「改正省令」という。）が令和３年12月１日に公布され、一

部の規定を除き、同日から施行することとされたところである。併せて、事務所衛

生基準規則（昭和47年労働省令第43号。以下「事務所則」という。）及び労働安全

衛生規則(昭和47年労働省令第32号。以下「安衛則」という。)について、一部運用

の見直しを行った。その改正及び運用の見直しの趣旨、内容等については、下記の

とおりであるので、関係者への周知徹底を図るとともに、その運用に遺漏なきを期

されたい。 

 

記 

 

第１ 改正省令の趣旨及び概要等 

 １ 改正の趣旨 

   「事務所衛生基準のあり方に関する検討会」の報告書（令和３年３月24日公

表）における提言等を踏まえ、事務所その他の作業場における労働者の清潔保

持等のために事業者が講ずべき措置等について、事務所則及び安衛則について

所要の改正を行ったものである。 

 ２ 改正省令の概要 

 （１）事務所則の一部改正（改正省令第１条及び第２条関係） 

   ア 照度等（第10条第１項関係） 

① 事業者が適合させなければならない労働者を常時就業させる室（以 

下「室」という。）の作業面の照度基準に関し、作業の区分を従来の三

区分から「一般的な事務作業」及び「付随的な事務作業」の二区分に改

めたこと。 

② 事業者が適合させなければならない室の作業面の照度基準は、上記    

①の区分に従い、「一般的な事務作業」については300ルクス以上、「付
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随的な事務作業」については150ルクス以上としたこと。 

   イ 便所（第17条の２関係） 

① 便所の設置基準について、同時に就業する労働者が常時10人以内であ

る場合は、便所を男性用と女性用に区別することの例外として、事業者

が、男性用と女性用に区別しない四方を壁等で囲まれた一個の便房によ

り構成される便所（以下「独立個室型の便所」という。）を設けること

で足りることとしたこと。     

    ② 男性用と女性用に区別した便所を設置した上で、独立個室型の便所を

設置する場合は、男性用大便所又は女性用便所の便房の数若しくは男性

用小便所の箇所数を算定する際に基準とする同時に就業する労働者の数

について、独立個室型の便所１個につき男女それぞれ10人ずつ減ずるこ

とができることとしたこと。 

   ウ その他（第１条、第12条、第14条、第17条及び第20条関係） 

用語の見直し等所要の改正を行ったこと。 

 （２）安衛則の一部改正（改正省令第３条関係）   

   ア 便所（第628条の２、第677条関係） 

（１）のイと同様の改正を行うこととしたこと。併せて、貸与建築物の

便所に関する規定について、当該改正に伴う改正を行うこととしたこと。 

   イ 救急用具（旧第634条関係） 

事業者が少なくとも備えなければならない救急用具の品目について定め

ている規定を削除することとしたこと。 

   ウ その他（第108条、第294条、第296条及び第628条関係） 

用語の見直し等所要の改正を行ったこと。 

 （３）施行期日（改正省令附則関係） 

改正省令は、令和３年12月１日から施行することとしたこと。ただし、（１）

のアにあっては令和４年12月１日から施行することとしたこと。 

 

第２ 細部事項 

１ 改正省令関係 

（１）事務所則の一部改正（改正省令第１条及び第２条関係） 

改正事務所則の各条文に係る趣旨、解釈等は以下のとおりであること。 

   ア 照度等（第10条第１項関係） 

    ① 本条は、照度不足の際に生じる、眼精疲労や文字を読むために不適切

な姿勢を続けることによる上肢障害等の健康障害を防止する観点から、

全ての事務所に対して適用する趣旨であること。 

    ② 本条における「一般的な事務作業」とは、改正前の事務所則の同条に

規定する「精密な作業」及び「普通の作業」に該当する作業を、「付随

的な事務作業」とは、改正前の事務所則の同条に規定する「粗な作業」
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に該当する作業をいうものであること。 

③ 事務所における高年齢労働者が増加しており、高年齢労働者も含めた

全ての労働者に配慮した視環境の確保を図る必要があることから、必要

に応じて、個々の労働者に視力を眼鏡等で矯正することを促した上で、

作業面における照度を適切に確保することが重要であること。 

    ④ 個々の事務作業に応じた適切な照度については、本条に定める基準を

満たした上で、日本産業規格JIS Z 9110に規定する各種作業における推

奨照度等を参照し、健康障害を防止するための照度基準を事業場ごとに

検討の上、定めることが適当であること。 

   イ 便所の設置に関する例外（第17条の２第１項関係） 

① 作業場に設置する便所については、作業場の規模にかかわらず男性用 

と女性用に区別して設置することが原則である。一方で、住居として使

用することを前提として建築された集合住宅の一室を作業場として使用

している場合など、便所が１箇所しか設けられておらず、建物の構造や

配管の敷設状況から、男性用便房、男性用小便所、女性用便房の全てを

設けることが困難な場合もある。このような場合についても例外なく、

便所を男性用と女性用に区別して設置する原則を適用した場合、作業場

の移転や便所の増設に必要なスペースを確保することによる作業環境の

悪化などが生ずるおそれがあることから、同時に就業する労働者の数が

常時10人以内である場合は、独立個室型の便所を設置した場合に限り、

例外的に男女別による設置は要しないこととしたものであること。 

② 本条は便所を男性用と女性用に区別して設置する原則の適用が困難な

作業場における例外規定であり、同時に就業する労働者の数が常時10人

以内である場合においても、可能な限り便所は男性用と女性用に区別し

て設置することが望ましいことはいうまでもないこと。 

③ 同時に就業する労働者の数が常時10人以内である場合であって、既に

男女別の便所が設置されている場合において、本条を根拠に便所の一部

を廃止し、又は倉庫等他の用途に転用することは、本条の趣旨を踏まえ

れば、不適切な対応であり、許容されるものではないこと。 

④ 新たに作業場を設ける場合（建物を新たに設置する場合のほか、既存

の建物の一部を賃貸等により作業場として使用する場合も含む。）につ

いては、当該作業場で同時に就業する労働者の数が常時10人以内である

場合には、独立個室型の便所を１箇所設ければ足りるものであるが、同

時に就業する労働者の数が常時10人を超えた場合には、直ちに法違反と

なる一方、便所の増設は容易ではないことを踏まえれば、あらかじめ男

性用と女性用に区別した便所を設置しておくことが望ましいこと。 

⑤ 「独立個室型の便所」とは、男性用と女性用に区別しないそれ単独で

プライバシーが確保されている便所のことをいい、仕切り板又は上部若



 

4 

 

しくは下部に間隙のある壁等により構成されている便房からなる便所と

対をなす概念の便所であること。「壁等」とは、視覚的、聴覚的観点か

ら便所内部が便所外部から容易に知覚されない堅牢な壁や扉のことをい

い、「四方を壁等で囲まれた」とは、全方向を壁等で囲まれ、扉を内側

から施錠できる構造であることをいうこと。 

なお、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行

令」（平成18年政令第379号）に規定されている車椅子使用者用便房やオ

ストメイト対応の水洗器具を設けている便房からなる便所についても、

上記要件を満たす場合は、当然、独立個室型の便所に該当するものであ

ること。 

⑥ 独立個室型の便所は、施錠できることが要件とされているが、便所の

使用に際し、(i)内部に他者が侵入し、施錠された場合に退避困難となる

こと、(ii)施錠された便所内で体調不良者が発生した場合に救護等が困

難となること等から、便所内に容易に押下することができる非常用ブ

ザー等の設置や、異常事態発生時に外部から解錠できるマスターキーを

事業場管理者が有しておくことなど、非常事態を想定した対応を衛生委

員会等で調査審議、検討等を行った上で定めておくことが望ましいこと。 

⑦ 手洗い設備は便所内に設けることとされているため、独立個室型の便

所ではその定義により、便房内に設けられていることが基本となるが、

便房の外側に設けられている場合であっても、排他的に近接しているも

のについては、便房内すなわち便所内に設けられているものとみなすこ

とができること。 

⑧ 上記⑥及び⑦の状況は、男性用と女性用に区別する四方を壁等で囲ま

れた一個の便房により構成される便所においても、独立個室型の便所と

同様に生じうることから、同様の対応を行うことが望ましいこと。 

⑨ 一個の便房を男女が共用することに伴う風紀上の問題や心理的な負荷

については、個々の作業場における便所の設備や設置場所、男女比率等

によっても大きくことなることから、消臭や清潔の保持についてのマ

ナー、サニタリーボックスの管理方法、盗撮等の犯罪行為の防止措置、

異常事態発生時の措置（防犯ブザーの設置、管理者による外側からの緊

急解錠等）など、便所の使用や維持・管理に関するルール等について、

衛生委員会等で調査審議、検討等を行った上で定めておくことが望まし

いこと。 

ウ 付加的に設置した独立個室型の便所（第17条の２第２項関係） 

① 職場においても障害のある労働者への配慮や、高年齢労働者の利便性

の改善等、便所に対するニーズは多様化していることから、男性用便所

と女性用便所をそれぞれ設置した上で、独立個室型の便所を付加的に設

ける場合は男性用大便所の便房、男性用小便所及び女性用便所の便房を
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それぞれ一定程度設置したものとして取り扱うことができる旨新たに規

定した趣旨であること。 

② 便所の利用状況は事業場ごとに異なることから、便房や手洗い設備の

増設による待ち時間の短縮、ニーズを踏まえた機能の付加等、労働者の

利便性向上を図ることは重要であり、事業場の実情に応じて、衛生委員

会等で調査審議、検討等を行い、その結果に基づいて柔軟に対応するこ

とが望ましいことはいうまでもないこと。 

    エ その他（第１条、第12条、第20条関係） 

事務所を巡る環境の変化等により、実態に合わなくなった用語の見直し

等を行ったこと。 

     ① カードせん孔機（第１条、第12条関係） 

カードせん孔機は一般に見かけなくなったことから例示としての記載

を削除したものであり、法令の適用対象に変更はないこと。 

② かや（第20条関係） 

事務室における睡眠又は仮眠の設備として、かやは必要な用品には含

まれないと考えられることから、例示から削除したものであること。 

 （２）安衛則の一部改正（改正省令第３条関係） 

改正安衛則の各条文に係る趣旨、解釈等は以下のとおりであること。 

   ア 便所（第628条の２関係） 

（１）のイの事務所則の改正と同様であること。 

   イ 救急用具の内容（旧第634条関係） 

     安衛則第633条において、事業者に対して備えることを義務づけている

「負傷者の手当に必要な救急用具及び材料」ついて、事業場において労働

災害等により労働者が負傷し、又は疾病に罹患した場合には、速やかに医

療機関に搬送することが基本であること、及び事業場ごとに負傷や疾病の

発生状況が異なることから、事業場に一律に備えなければならない品目に

ついての規定は削除すること。ただし、負傷等の状況や事業場が置かれた

環境によっては、事業場において負傷者の応急手当を行う場合もあるため、

リスクアセスメントの結果や、安全管理者や衛生管理者、産業医等の意見、

衛生委員会等での調査審議、検討等の結果等を踏まえ、事業場において発

生することが想定される労働災害等に応じ、応急手当に必要なものを備え

付けること。この場合、マスクやビニール手袋、手指洗浄薬等、負傷者な

どの手当の際の感染防止に必要な用具及び材料も併せて備え付けておくこ

とが望ましいこと。 

なお、事業場において労働災害等が発生した際に、速やかに医療機関へ

搬送するのか、事業場において手当を行うのかの判断基準、救急用具の備

付け場所・使用方法等をまとめた対応要領を事業場においてあらかじめ定

めておくことが望ましいこと。 
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 ２ 事務所則及び安衛則の運用見直し関係 

（１）事務所則関係 

    事務所則の各条文に係る運用を以下のとおり見直すこと。 

   ア 測定方法（一酸化炭素・二酸化炭素の含有率）（第８条関係） 

本条における一酸化炭素、二酸化炭素の含有率の測定器としてあげられ

ている検知管方式と同等以上の性能を有する測定器には、一酸化炭素に関

しては定電位電解法、二酸化炭素に関しては非分散型赤外線吸収法（NDIR）

による測定器が含まれること。 

   イ 更衣設備等（第18条第２項関係） 

     更衣室を設ける場合は、性別を問わず安全に利用できる必要があること

から、プライバシーの確保に配慮すべきであることに留意すること。 

なお、各事業場のニーズに応じて設ける、事務所則に規定する「更衣設

備」としてではなく、各事業場のニーズに応じて設ける更衣室やシャワー

設備についても同様に留意すること。 

   ウ 休憩の設備（第19条関係） 

     事業場ごとに、休憩の設備の広さや、各事業場のニーズに基づく休憩設

備内に備えるべき設備については、衛生委員会等で調査審議、検討等を行

い、その結果に基づいて設置することが望ましいこと。 

   エ 休養室等（第21条関係）  

     常時50人以上又は常時女性30人以上の労働者を使用する事業者は、休養

室又は休養所を男性用と女性用に区別して設けなければならない。休養室

又は休養所は、事業場において病弱者、生理日の女性等に使用させること

を趣旨として設けられるものであり、長時間の休養等が必要な者について

は、速やかに医療機関に搬送する又は帰宅させることが基本であることか

ら、専用設備として設けなくとも、随時利用が可能となる機能を確保する

ことで足りるものであること。 

なお、休養室又は休養所では、労働者がが床することが想定されており、

プライバシーの確保のために、入口や通路から直視されないよう目隠しを

設ける、関係者以外の出入りを制限する、緊急時に安全に対応できる等、

設置場所の状況等に応じた配慮がなされることが重要であること。 

 （２）安衛則関係 

    安衛則の各条文に係る運用を以下のとおり見直すこと。 

   ア 休憩の設備（第613条関係） 

     （１）ウの事務所則における運用見直しと同様であること。 

   イ 発汗作業に関する措置（第617条関係） 

     本条の「塩」は、塩飴や塩タブレット等のほか、スポーツドリンクなど

の飲料水中に含まれる塩分も当然に含む趣旨であること。 
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   ウ 休養室等（第618条関係）  

（１）エの事務所則における運用見直しと同様であること。 

エ 洗身の設備、更衣室（第625条第１項関係） 

洗身の設備、更衣室を設ける場合は、性別を問わず安全に利用できる必

要があることから、プライバシーの確保に配慮すべきであることに留意す

ること。なお、安衛則に規定する「洗身の設備」としてのシャワー設備や

「更衣設備」としての更衣室に限らず、各事業場のニーズに応じて設ける

シャワー設備、更衣室についても同様に留意すること。 

 

第３ 関係通達の改正 

１ 昭和46年８月23日付け基発第597号「事務所衛生基準規則の施行について」

の記のⅡの10（２）及び(３)を、それぞれ「(２) 削除」及び「(３) 削除」

に、Ⅳの３中「事務所にある専用のもの」を「事務所にあるもの」に改める。 

２ 昭和47年９月18日付け基発第595号「事務所衛生基準規則の施行について」

の記の第２の５(２)を「(２) 削除」に改める。 

３ 昭和51年６月14日基発第454号「作業環境測定基準の施行について」の記の

５を次のように改める。 

５.  第６条関係 

      （１） 本条各号の規定は事務所衛生基準規則の一部を改正する省令(昭

和51年４月30日労働省令第13号)による改正前の事務所衛生基準

規則(昭和47年労働省令第43号)第８条で定められていたものと同

一の内容であること。 

        （２） 本条の検知管方式による測定機器と同等以上の性能を有する測定

機器として、測定値の精度等について、検知管方式による一酸化炭

素検定器又は炭酸ガス検定器と同等以上の性能を有する測定機器が

あること。 

なお、測定機器としては例えば、一酸化炭素に関しては定電位電

解法、二酸化炭素に関しては非分散型赤外線吸収法（NDIR）による

測定機器が含まれること。 



職場における労働衛生基準が変わりました
～照度、便所、救急用具等に係る改正を行いました～

（R3.12)

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

令和３年12月１日に「事務所衛生基準規則及び労働安全衛生規則
の一部を改正する省令」が公布され、職場における一般的な労働
衛生基準が見直されました。事務所における照明の基準のほか、
事務所その他の作業場における清潔、休養などに関する労働衛生
基準は、次によることとしてください。

○作業面の照度【事務所則第10条】※令和４年12月１日施行
現在の知見に基づいて事務作業の区分が変更され、基準が引き上げられまし

た。

○便所の設備【事務所則第17条、安衛則第628条】
新たに「独立個室型の便所」※が法令で位置付けられました。
便所を男性用と女性用に区別して設置するという原則は維持されますが、独

立個室型の便所を付加する場合の取扱い、少人数の作業場における例外と留意
事項が示されました。
なお、従来の設置基準を満たしている便所を設けている場合は変更の必要は

ありません。
※男性用と女性用に区別しない四方を壁等で囲まれた一個の便房により構成される便所。

○救急用具の内容【安衛則第634条】
作業場に備えなければならない負傷者の手当に必要な救急用具・材料につい

て、具体的な品目の規定がなくなりました。

省令の改正に伴って変更される点

作業場における清潔を保持するための措置、休養のための措置、良好な作業環
境を確保するための措置などは、すべての働く人々にとって重要です。関係通達
も含めた労働衛生基準の見直しについて、裏面で詳しく説明しています。

ポイント：社会状況の変化に合わせすべての働く人々を視野に対応



職場における労働衛生基準見直しの
主な項目とポイント

（事務所衛生基準規則及び労働安全衛生規則の一部改正関係）

主な項目 見直しのポイント

照度
【事務所のみ】
（R4.12.1施行）

・事務作業における作業面の照度の作業区分を２区分とし、基準
を引き上げた。
一般的な事務作業（300ルクス以上）
付随的な事務作業（150ルクス以上）
・個々の事務作業に応じた適切な照度については、作業ごとにJIS
Z 9110などの基準を参照する。

便所

※便所を男性用
と女性用に区別
して設置する原
則は維持。

・男性用と女性用の便所を設けた上で、独立個室型の便所注）を
設けたときは、男性用及び女性用の便所の設置基準に一定数反
映させる。
・少人数（同時に就業する労働者が常時10人以内）の作業場にお

いて、建物の構造の理由からやむを得ない場合などについては
独立個室型の便所で足りるものとした。既存の男女別便所の廃
止などは不可。
・従来の基準を満たす便所を設けている場合は変更は不要。

注）独立個室型の便所：男性用と女性用を区別しない四方を壁等で囲まれた
一個の便房により構成される便所。

シャワー設備等 設ける場合は誰もが安全に利用できるようにプライバシーにも配
慮する。

休憩の設備 事業場の実情に応じ、広さや設備などを検討することが望ましい。

休養室・休養所 ・随時利用が可能となるよう機能を確保する。

・入口・通路からの目隠し、出入り制限等、設置場所等に応じ、プ
ライバシーと安全性の両者に配慮する。

作業環境測定
【事務所のみ】

一酸化炭素、二酸化炭素濃度の測定機器は、検知管に限らず同
等以上の性能を有する電子機器等も可である旨を明示した。

救急用具の内容 作業場に備えるべき救急用具・材料について、一律に備えなけれ
ばならない具体的な品目についての規定を削除した。

職場で発生することが想定される労働災害等に応じ、応急手当に
必要なものを産業医等の意見、衛生委員会等での調査審議、検
討等の結果等を踏まえ、備え付けることとした。
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※ 本質疑応答集は一般的な状況についての回答を示しているものであり、個別具体

的な事案については、お近くの労働基準監督署にお問い合わせいただきますようお

願いいたします。  



１ 照度について 

【質問１－１】 

情報機器作業を行う際、作業面で 300ルクスを維持しようとすると、照明の光

が画面に反射して視界に入り、まぶしすぎるが、どのように対応すればよい

か。 

（答） 

採光や照明の種類や角度により、まぶしさを感じることがあるので、事業者は、

労働者が照度にかかわらず、まぶしさを感じないようにすることが必要です。 

情報機器を利用する際に、まぶしさを生じさせない方法については、令和元年

７月 12 日付け基発 0712 第３号「情報機器作業における労働衛生管理のための

ガイドラインについて」の「４ 作業環境管理」に記載がありますので、事業場

における対策の参考にしてください。 

 

 

 

  



２ 便所について 

（１）便所の設置に係る原則について 

【質問２－（１）－１】 

今回の改正で、作業場の便所は作業場の規模にかかわらず男性用と女性用に

区別するという原則に変更はあるか。 

（答） 

 変更はありません。 

 

【質問２－（１）－２】 

今回の改正は女性用便所の男女共用便所への改修を推進するものなのか。 

（答） 

作業場に設置する便所は、作業場の規模にかかわらず、男性用と女性用に区別

して設けることが原則であることは従前から変わりません。 

その上で、今回の改正では、小規模な作業場では、建物の構造や配管の敷設状

況から、男女別の便所を設けることが困難な場合もあることから、同時に就業す

る労働者が常時 10人以内である場合は、独立個室型の便所を設置した場合に限

り、例外的に男女別による設置は要しないものとしているものです。 

 ただし、同時に就業する労働者の数が常時 10 人以内である場合においても、

可能な限り便所は男性用と女性用に区別して設置することが望ましいことは言

うまでもありません。 

なお、同時に就業する労働者が常時 10人を超える場合は、従前どおり男性用

と女性用に区別した便所を設置することが義務付けられています。 

 

 

（２） 今回の改正における「独立個室型の便所」の定義について 

【質問２－（２）－１】 

今回の改正における「独立個室型の便所」には具体的にはどのようなものが該

当するか。 

（答） 

今回の改正における「独立個室型の便所」とは、男性用と女性用に区別しない

単独でプライバシーが確保されている便所のことをいいます。 

 全方向を視覚的、聴覚的観点から便所内部が便所外部から容易に知覚されな

い堅牢な壁や扉で囲まれ、扉を内側から施錠できる構造である必要及び手洗い

設備を備えている必要があります。 

 独立個室型の便所に該当するか否かは個別の判断となりますが、例えば車椅

子使用者用便房で、上記要件を満たすものは当然独立個室型の便所に該当しま



す。 

 

 

（３） 独立個室型の便所の設置について 

【質問２－（３）－１】 

施行日以降は、全ての事業場において独立個室型の便所を設置しなければな

らないのか。 

（答） 

 従来の設置基準を満たしている便所を設置している事業場については、変更

の必要はありません。 

今回の事務所衛生基準規則及び労働安全衛生規則の便所に係る改正は、 

① 同時に就業する労働者の数が常時 10人以内である場合は、独立個室型の便

所を設けることで足りることとした     

② 男性用と女性用に区別した便所を設置した上で、独立個室型の便所を設置

する場合は、男性用大便所又は女性用便所の便房の数若しくは男性用小便所

の箇所数を算定する際に基準とする当該事業場における同時に就業する労働

者の数について、独立個室型の便所１個につき男女それぞれ 10人ずつ減ずる

ことができることとした 

というものです。 

今回の改正により、作業場における便所の設置に関する選択肢が増えるもの

であり、独立個室型の便所の設置を全ての事業場に対して求めるものではあり

ません。独立個室型の便所を設置するか否かは、事業場の実情に応じて、衛生委

員会等で調査審議、検討等を行い、その結果に基づいて対応することが望まれま

す。 

 

 

【質問２－（３）－２】 

これから起業することを考えている。マンションの一室を事務所として使用

しようと考えているがトイレが１箇所しかない。問題はあるか。 

（答） 

 作業場に設置する便所については、作業場の規模にかかわらず男性用と女性

用に区別して設置することが原則ですが、住居として使用することを前提とし

て建築された集合住宅の１室を作業場として使用している場合など、便所が１

箇所しか設けられておらず、建物の構造や配管の敷設状況から、男性用便房、男

性用小便器、女性用便房の全てを設けることが困難な場合もあります。このよう

な場合についても例外なく、便所男女別の原則を適用した場合、作業場の移転や



便所の増設に必要なスペースを確保することによる作業環境の悪化などが生ず

るおそれがあることから、同時に就業する労働者の数が常時 10人以内である場

合は、独立個室型の便所を設置した場合に限り、特例的に男女別による設置は要

しないこととしています。 

 ただし、同時に就業する労働者の数が常時 10 人以内である場合においても、

可能な限り便所は男性用と女性用に区別して設置することが望ましいことは言

うまでもありません。 

 なお、新たに作業場を設ける場合については、当該作業場で同時に就業する労

働者の数が常時 10人以内である場合には、独立個室型の便所を１箇所設ければ

足りるものではありますが、業務拡大などにより新たに労働者を雇い入れ、同時

に就業する労働者の数が常時 10人を超えた場合には、直ちに法違反となる一方、

便所の増設は容易ではないことを踏まえれば、予め男性用と女性用に区別した

便所を設置しておくことが望まれます。 

 

【質問２－（３）－３】 

本事業場では、同時に就業する労働者の数が男女合わせて常時 10人以内であ

り、 

現在、独立個室型の便所が１箇所しかないが、労働者の利便性向上や労働者の

人数が増加した場合のため、もう 1 箇所独立個室型の便所を設けようと考え

ている。 

独立個室型の便所が２箇所あるとき、便所男女別の原則に基づき、便所を男性

用と女性用に区別するために、一方を男性用便所、もう一方を女性用便所とし

て表示し、使用する場合について、男性用小便所を設けていなければ問題とな

るか。 

（答） 

今回の改正により新たに示された「独立個室型の便所」は、男女別に便所を設

けた上で、付加的に設置する場合には、１箇所につき、男女それぞれ 10人分を

応需可能であると見なし、便房等の個数の算定を行うことができることを踏ま

えれば、「独立個室型の便所」と同等の構造を有する便所を男性専用として使用

する場合には、当該便所１箇所で男性 20人分に対する大便所、小便所の役割を

果たしていると見なすことができます。 

このため、「独立個室型の便所」と同等の構造を有する便所を男性専用便所と

した場合は、男性労働者が 20 人以内であれば、ご質問のようなケースも含め、

男性用小便所を設けなくとも事務所衛生基準規則第 17条または労働安全衛生規

則第 628条に基づく男性用便所を設置したこととなります。 

 



 

【質問２－（３）－４】 

本事業場では、同時に就業する労働者の数が男女合わせて常時 10人以内であ

り、現在、独立個室型の便所が１箇所しかないが、労働者の利便性向上のため、

独立個室型の便所内に、大便器のほかに、男性用小便器を設置しようと考えて

いるが、問題はないか。 

（答） 

 同時に就業する労働者の数が常時 10人以内である場合には、独立個室型の便

所を１箇所設ければ、事務所衛生基準規則や労働安全衛生規則で定める基準は

満たすものではありますが、上記基準はあくまで最低基準であり、利便性向上の

ために、独立個室型の便所内部に男性用小便器を設けることは当然問題にはな

りません。 

 ただし、独立個室型の便所は、複数人が同時に使用することはできないことか

ら、便所の箇所数を算定する際には、当該独立個室型の便所１箇所をもって便房

及び男性用小便所を設置したとは見なせませんので注意が必要です。 

 

【質問２－（３）－５】 

本事業場では、基本的には同時に就業する労働者は６人だが、シフトの交代の

際には、引き継ぎ等のために、一時的に短時間、同時に 12人就業することが

あるが、独立個室型の便所１箇所のみの設置で問題ないか。 

（答） 

 個別の状況について一概に回答するのは困難ですが、同時に就業する労働者

の数が常時 10人以内である場合は、独立個室型の便所を１箇所設けることで足

ります。  

 

 

（４）その他 

【質問２－（４）－１】 

便所に男性用、女性用の表示をする必要があるか。 

（答） 

 事務所衛生基準規則や労働同安全衛生規則においては、便所への男女別の表

示は規定しておりませんが、表示の在り方も含め、便所の使用や維持・管理に関

するルール等について、衛生委員会等で調査審議、検討等を行った上で定めてお

くことが望まれます。 

 なお、表示については、日本産業規格 JIS Z 8210が参考となります。 

 



３ 救急用具について 

【質問３－１】 

職場に備えるべき救急用具の品目はどのように決定すればよいか。 

（答） 

 事業場の実情に応じて、負傷者の手当てに必要な救急用具及び材料を備える

必要があることから、リスクアセスメントの結果や、安全管理者や衛生管理者、

産業医等の意見を踏まえて決定することが重要です。 

 


